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昨
今
は
凶
悪
な
犯
罪
が
相
次
ぎ
、
悲
惨
な
テ
ロ
も
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
は
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。
公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友

の
会
は
そ
う
し
た
社
会
の
実
現
の
た
め
、
日
夜
業
務
に
従
事
し
て

い
る
近
畿
各
地
の
警
察
官
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
警
察
官
の
方
々
の
ご
努
力
と

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
事
件
内
容
で

は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
自
己
防
衛
の
意
識
を
持
た
れ
、
日
々
過
ご

さ
れ
ま
す
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

新
し
い
時
代
に
向
け
て
期
待
と
希
望
、
そ
し

て
様
々
な
不
安
が
膨
ら
ん
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。 

 

私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
・
安
全
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
奮
闘
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
警
察
官
の
皆
様
に
、
友
の
会
か
ら
も
よ
り
良

い
サ
ポ
ー
ト
、
支
援
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す 

 

会
員
の
皆
様
の
活
動
が
意
義
あ
る
も
の
に
な

り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

江浦保 副理事長兼大阪府支部長 ご挨拶 

 

近
畿
警
察
官
友
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
警
察
官
支
援
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
全
世
界
が

一
変
し
ま
し
た
。
以
前
の
よ
う
な
世
界
が
い
つ
戻

る
の
か
は
、
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

そ
ん
な
不
安
な
状
況
の
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
し
く
も
復
興
五
輪
と
な
り
ま
す
。 

近
年
我
が
国
で
は
自
然
災
害
が
東
北
、
九
州
と

各
地
で
起
こ
っ
て
お
り
、
皆
心
を
痛
め
て
お
り
ま

す
。
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
、
こ
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
し
た
事
件
も
多
く
発
生
し
て
お

り
ま
す
。 

 

一
方
、
平
成

16

年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
ひ
っ
た

く
り
事
件
が
多
発
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
で

は

10

分
の
１
程
度
に
減
少
し
て
い
ま
す
。 
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理事会・評議員会報告 

第
３０
回 

理
事
会 

開
催
日 

令
和
２
年

10

月

21

日 

場
所 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪 

出
席
理
事

10

名
が
次
の
議
案
等
を
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

◇
第
１
号
議
案 

 
「
支
部
運
営
委
員
の
選
任
」
の
件 

 

◇
報
告
事
項 

 

職
務
執
行
状
況
の
報
告
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

 

第
３１
回 

理
事
会
（（決
議
の
省
略
） 

提
案
日 

令
和
３
年
３
月
８
日 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
第

31

回
理
事
会
を
決
議
の

省
略
に
よ
り
行
い
、
理
事
全
員
が
同
意
し

監
事
も
異
議
を
述
べ
な
か
っ
た
た
め
、
次

の
議
案
に
対
し
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
。 

◇
第
１
号
議
案 

 

「
令
和
３
年
度
事
業
計
画
書
及
び
収
支

予
算
書
等
の
承
認
」
の
件 

◇
第
２
号
議
案 

 

「
支
部
運
営
委
員
の
選
任
」
の
件 

 

◇
報
告
事
項 

 

職
務
執
行
状
況
の
報
告
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

 

第
３２
回 

理
事
会 

開
催
日 

令
和
３
年
３
月

22

日 

場
所 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の

会 

事
務
局 

出
席
理
事
７
名
（
う
ち
４
名
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ

に
て
出
席
）
が
次
の
報
告
事
項
に
つ
い
て

審
議
し
た
。 

 ◇
報
告
事
項 

 

職
務
執
行
状
況
の
報
告
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

 

第
３３
回 

理
事
会
（決
議
の
省
略
） 

提
案
日 

令
和
３
年
５
月

25

日 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
第

33

回
理
事
会
を
決
議
の

省
略
に
よ
り
行
い
、
理
事
全
員
が
同
意
し

監
事
も
異
議
を
述
べ
な
か
っ
た
た
め
、
次

の
議
案
に
対
し
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
。 

◇
第
１
号
議
案 

 

「
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
附
属
明

細
書
の
承
認
」
の
件 

◇
第
２
号
議
案 

 

「
令
和
２
年
度
計
算
書
類
及
び
附
属
明

細
書
並
び
に
財
産
目
録
等
の
承
認
」
の
件 

◇
第
３
号
議
案 

「
副
支
部
長
の
選
定
」
の
件 

◇
第
４
号
議
案 

 

「
支
部
運
営
委
員
の
選
任
」
の
件 

 

◇
第
５
号
議
案 

 

「
第

14

回
定
時
評
議
員
会
（
決
議 

の
省
略
）
提
案
書
」
の
件 

 

◇
報
告
事
項 

 

「
夏
季
教
養
講
座
」
開
催
中
止
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

 

第
１４
回 

評
議
員
会 

（決
議
の
省
略
） 

提
案
日 

令
和
３
年
６
月
９
日 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
第

14

回
評
議
員
会
を
決
議

の
省
略
に
よ
り
行
い
、
評
議
員
全
員
か
ら

同
意
が
得
ら
れ
た
た
め
、
次
の
議
案
に
対

し
評
議
員
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
た
。 

◇
第
１
号
議
案 

「
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
附
属
明

細
書
の
承
認
」
の
件 

◇
第
２
号
議
案 

「
令
和
２
年
度
計
算
書
類
及
び
附
属
明

細
書
並
び
に
財
産
目
録
等
の
承
認
」
の
件 

 

◇
報
告
事
項 

 

第

30

回
理
事
会
、
第

31

回
理
事
会
、

第

32

回
理
事
会
、
第

33

回
理
事
会
の

決
議
内
容
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 
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 令和２年３月31日 令和３年 3 月 31 日 比較 

個人会員 540 名 529 名 －11 名 

法人会員 208 社 202 社 － 6 社 

地区会員 79 地区 78 地区 －1 地区 

令和 2 年度 事業報告及び決算について 

 

☆正味財産の増減について（令和 2 年 4 月１日～令和 3 年 3 月 31 日 単位円） 

 

 

会員数の推移 

 

 

☆
事
業
の
概
要 

１ 

当
会
最
大
の
催
し
「
近
畿
優
良
警
察
職
員
に
感
謝
の

会
」
を
開
催
し
た
。 

２ 

各
府
県
支
部
活
動
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
対
策
を
取
り
つ
つ
実
施
し
た
。 

３ 
会
報
「
け
い
さ
つ
の
友
」
を
２
回
発
行
し
た
。 

４ 

恒
例
の
「
夏
季
教
養
講
座
」
は
、
警
察
官
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
開
催
を

取
り
や
め
た
。 

５ 

メ
ダ
ル
・
楯
の
寄
贈
を
計

画
し
て
い
た
近
畿
管
区
警
察

局
主
催
の
各
種
術
科
大
会

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開
催

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
次
年

度
以
降
も
使
用
可
能
な
優
勝

旗
の
寄
贈
の
み
実
施
し
た
。 

当年度 前年度実績 増　　減

１．

(1)

① 基本財産運用益 3,612 2,391 1,221

② 特定資産運用益 7 8 1△                   

③ 受取会費 32,351,500 32,770,500 419,000△         

④ 受取寄付金 2,330,000 2,500,000 170,000△         

⑤ 雑　収　益 130,089 250,790 120,701△         

34,815,208 35,523,689 708,481△         

(2)

① 事　業　費 19,943,383 25,593,865 5,650,482△       

② 管　理　費 10,115,867 11,935,907  1,820,040△      

30,059,250 37,529,772  7,470,522△      

当期経常増減額 4,755,958 2,006,083△       6,762,041

２．

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 4,755,958 2,006,083△       6,762,041

一般正味財産期首残高 40,645,048 42,651,131  2,006,083△      

一般正味財産期末残高 45,401,006 40,645,048 4,755,958

当期指定正味財産増減額 0 0 0

45,401,006 40,645,048 4,755,958

科　　　　　目

Ⅰ一般正味財産増減の部

経常増減の部

経常収益

経常収益計

経常費用

経常費用計

経常外増減の部

Ⅱ指定正味財産増減の部

Ⅲ正味財産期末残高
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☆
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
概
要 

１ 

表
彰
事
業 

（1）

近
畿
優
良
警
察
職
員
に
感
謝
の
会 

 

10

月

20

日 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
開
催
。 

（2）

各
府
県
支
部
表
彰 

（3）

外
部
表
彰 

近
畿
管
区
内
優
秀
警
察
職
員
表
彰
式 

（
近
畿
管
区
警
察
局
主
催
） 

「
近
畿
の
警
察
官
」
表
彰
の
つ
ど
い 

（
産
経
新
聞
社
提
唱
） 

２ 

講
座
事
業 

（1）

夏
季
教
養
講
座 

 

８
月

27

日
ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て
開

催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
年
度
も
開
催
し

な
い
こ
と
と
し
た
。 

３ 

助
成
事
業 

（1）

警
察
活
動
に
必
要
な
資
材
・
機
材
の
提
供 

（2）

警
察
行
事
支
援 

４ 

普
及
啓
発
活
動 

（1）

会
報
の
発
行 

（2）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
部
・
支
部
・
地
区
友
の
会
の

活
動
報
告 

（3）

協
力
団
体
（
地
区
友
の
会
）
の
設
立
を
後
援 

 

☆令和 3 年度収支予算について（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日 単位円） 

 

0 年 3 月

31 日 単位円） 

 

令和３年度 事業計画及び収支予算について 

 

当年度 前年度実績 増　　減

１．

① 基本財産運用益 2,391 3,612 1,221△                

② 特定資産運用益 0 7 7△                      

③ 受取会費 31,770,000 32,351,500 581,500△            

④ 受取寄付金 1,300,000 2,330,000 1,030,000△          

⑤ 雑収益 100,000 130,089 30,089△              

33,172,391 34,815,208 1,642,817△          

　

① 事　　業　　費　 25,733,294 19,943,383 5,789,911

② 管　　理　　費　 11,238,040 10,115,867 1,122,173

36,971,334 30,059,250 6,912,084

当期経常増減額 3,798,943△          4,755,958 8,554,901△          

　

２． 　

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 3,798,943△          4,755,958 8,554,901△          

一般正味財産期首残高 45,401,006 40,645,048 4,755,958

一般正味財産期末残高 41,602,063 45,401,006 3,798,943△          

　

当期指定正味財産増減額 0 0 0

41,602,063 45,401,006 3,798,943△          

Ⅱ 指定正味財産増減の部

Ⅲ 正味財産期末残高

科　　　　　目

Ⅰ 一般正味財産増減の部

経常増減の部

 　(1) 経常収益

　経常収益計

経常外増減の部

 　(2) 経常費用

　経常費用計
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理事 

理事長・代表理事 小 嶋 淳 司 がんこフードサービス（株） 社主 

副理事長・大阪府支部長 江 浦  保 （株）江浦製作所 会長 

滋 賀 県 支 部 長 籔 本 俊 作 （株）笹川組 取締役会長 

兵 庫 県 支 部 長 桑 田 純 一 郎 但陽信用金庫 理事長 

奈 良 県 支 部 長 森 本 俊 一 三和澱粉工業（株） 代表取締役会長 

和歌山県支部長 成 川 守 彦 （医）千徳会 会長 

理 事 中 川 喜 博 （株）阪急阪神ホテルズ 代表取締役会長 

理 事 渡 部 隆 夫 （株）寿光 代表取締役会長兼社長 

理 事 久 德 博 文 大阪ガス（株） 顧問 

理 事 藤 尾 政 弘 （株）フジオフードグループ本社 代表取締役社長 

専 務 理 事 日 下 勝 之 当財団 事務局長 

 

監事 

北 岡 慎 吾 北岡公認会計士事務所 所長 

上  将 倫 弁護士法人松尾・中村・上法律事務所 代表社員 

 

評議員 

岩 田 守 弘 びわ湖放送㈱ 監査役 

草 野 丈 治 （株）草野組 会長 

迫 田 謙 典 ロイヤル第一交通（株）代表取締役 

中 川 廣 司 （株）髙速産業 代表取締役 

内 田 順 之  

松 本 壽 満 （株）マツモト 代表取締役会長 

竹 位 賢 二 （株）フジヤ號 取締役会長 

齋 藤  昭 （社福）いちえ福祉会 理事長 

小 山 新 造 小山（株） 代表取締役会長 

中 井 隆 男 大和ガス（株） 代表取締役会長 

畑 野 富 雄 畑野産業（株） 代表取締役会長 

坂 本  漸  

 

相談役 

津 田 和 明 サントリー（株） 元副社長 

 

顧問 

松 﨑  高 （医）同仁会 松崎病院 理事長 

公益財団法人近畿警察官友の会 役員等一覧 
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大 阪 府 支 部 延 原 健 二 延原倉庫（株） 代表取締役社長 新任 

兵 庫 県 支 部 広 瀨  努 広瀬化学薬品（株） 取締役会長  

奈 良 県 支 部 
有 井 夫 三和建設（株） 相談役  

卜 部 能 尚 ウラベ木材工業 代表  

和歌山県支部 
山 名 正 一 山名労務行政管理事務所 所長  

吉 田    ヨシダエルシス（株） 代表取締役会長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 行事名 場所 

9 月 ８日（水） 
滋賀県支部運営会議 

第 1８回滋賀県警察留置管理業務優秀者表彰式 

びわ湖大津プリンス 

ホテル 

10月2０日（水） 近畿優良警察職員に感謝の会 ＫＫＲホテル大阪 

10月2０日（水） 第 3４回理事会 ＫＫＲホテル大阪 

11 月 ９日（火） 和歌山県優良警察官表彰式 ホテルアバローム紀の国 

11 月 16 日(火) 第 4４回奈良県警察優良警察官表彰式 ホテルリガーレ春日野 

1 月２８日（金） 大阪府警察優良警察官・民間警察協力功労者表彰式 ホテルプリムローズ大阪 

発
行
所 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会 

〒
五
四
〇
❘
〇
〇
一
二 

 
 

大
阪
市
中
央
区
谷
町
三
丁
目
一
番
九
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｍ
Ｇ
大
手
前
ビ
ル
二
階 

 
 

電
話 

  

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
三
八 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
四
一 

編
集
兼
発
行
人 

 
 

 

日
下 

勝
之 

印
刷
所 

㈱
新
聞
印
刷 

 
 

       
 

 

「公益財団法人近畿警察官友の会」の詳細な決算及び活動について

は、当財団のＨＰをぜひご覧ください。会報もご覧いただけます。 

https://www.kk-tomo.com/ 

事
務
局
よ
り 

  

厳
し
い
状
況
の
中
、
近
畿
警
察
官
友
の
会
の
活
動
に

ご
協
力
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
さ
れ
ま
し
た
で
し

ょ
う
か
？
ま
さ
か
こ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
こ
の
夏

ま
で
猛
威
を
振
る
い
続
け
る
と
は
、
予
想
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。 

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
微
妙
な
雰
囲
気
の
中
で
の
開
催
と
な
り
、

経
済
活
動
や
、
生
活
に
も
大
き
く
制
限
が
か
か
る
日
々

が
続
い
て
ま
す
。 

 

生
活
の
不
自
由
さ
や
、
不
安
も
募
る
中
、
初
め
て
経

験
す
る
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
し
、
ど
の
情
報

が
正
し
い
の
か
、
ど
う
す
べ
き
な
の
か
、
明
確
な
答
え

が
見
い
だ
せ
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
し
て
も
、
メ

リ
ッ
ト
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
か

な
り
悩
ん
だ
結
果
、
私
は
先
日
１
回
目
の
接
種
を
受
け

ま
し
た
。
冒
頭
の
江
浦
副
理
事
長
の
ご
挨
拶
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
自
己
防
衛
の
意
識
が
よ
り
必
要
と
な
っ
て

き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
「
安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
」
は
、
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
求
め
て

築
い
て
い
く
も
の
だ
と
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
感
じ
始
め

ま
し
た
。 

 

感
染
症
や
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
は
、
近
年
増
加

し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
犯
罪
や
交
通
事
故
件
数
は
、

特
殊
詐
欺
な
ど
を
除
い
て
減
少
傾
向
に
あ
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。 

社
会
情
勢
が
不
安
定
な
時
に
は
、
治
安
も
悪
化
し
が

ち
で
す
が
、
国
民
の
自
制
心
と
、
警
察
官
の
不
断
の
努

力
の
成
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

友
の
会
の
各
種
行
事
も
計
画
ど
お
り
実
施
で
き
な

い
こ
と
が
多
く
、
会
員
の
皆
様
に
は
も
ど
か
し
い
思
い

を
強
い
て
い
る
か
と
存
じ
ま
す 

が
、
現
場
の
警
察
官
へ
の
感
謝 

の
気
持
ち
が
届
く
よ
う
努
め
て 

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し 

上
げ
ま
す
。 

   

副支部長 

 

 

 

（敬称略） 

9 月以降の行事予定 

 


